
令和６年度医療と介護の多職種連携研修会 グループワークシート

テーマ 狛江市における大規模地震災害発生時の医療・介護の事業所の連携について考える

被災想定

発災日時 202×年 12月×日 18時

震源地 東京湾北部

地震規模 M7.3（狛江市は震度６弱を観測）

建物全壊棟数・

火災焼失棟数

約 85万棟

内狛江市 約750棟

死者数 1,1000 人

内狛江市 17人

負傷者数（重傷

者含む）

21万人

内狛江市 257人

避難者数 最大約700万人(内避難所生活者は約 460万人）

内狛江市 約12,000 人

帰宅困難者 約 650万人（内東京都で約 390万人）

内狛江市 約8,800 人

想定状況

発災から１週間が経過し、ライフラインは復旧しつつある。

自衛隊やボランティアも到着し、支援物資も全国から届けられている。

小田急線、京王線も普通列車のみだが、運転再開した。

被災直後の混乱期は脱したが、地域住民は避難所での避難疲れや被災のストレスで慢性疾患が

悪化する人も増えた。

デイサービス等のサービスもなかなか再開できず、地域で孤立している高齢者も多い。

日常生活を取り戻していくための支援の手はまだまだ足りない状況である。

ワーク１
地域全体が被災している中で、限られた人的資源・物品・時間をどのように活用し、業務を行

っていくか？

ワーク２

テーマA：避難できず地域で孤立している方への支援

テーマB：避難所に避難している方への支援

※グループごとにテーマを割り振ります。

注意事項

各ライフラインごとに、

電力は 6日、通信（固定

電話）は 15 日、上水道

は30日、ガスは50日以

上と、完全復旧までの日

数に違いがあることに注

資料４


